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企
業
・
団
体
等

九
州
大
学
生
活
協
同
組
合 

様

在
韓
国
九
州
大
学
総
同
窓
会 

様

　
（
計
二
団
体
）

〒812-8581 
福岡市東区箱崎6-10-1  

電話 092-642-7397・7398  

FAX 092-642-2113

E-mail  
100thinfo@jimu.kyushu-u.ac.jp

［100周年Webサイト］ 
http://www.kyushu-u.ac.jp/100th/

［九州大学基金Webサイト］ 
http://www.kyushu-u.ac.jp/k-kikin/

九州大学
百周年記念事業推進室

お問い合わせ 寄
附
者
ご
芳
名

　

九
州
大
学
百
周
年
記
念
事
業
に
ご
協
力
・
ご
支
援
い

た
だ
い
た
皆
様
の
ご
芳
名
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

本
号
で
は
、
本
年
一
月
十
四
日
か
ら
二
月
二
十
九
日
ま

で
に
寄
附
申
込
い
た
だ
い
た
皆
様
を
五
十
音
順
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

在
韓
国
九
州
大
学
総
同
窓
会
様
か
ら

ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　

二
月
二
十
九
日
、
在
韓
国
九
州
大
学
総
同
窓
会
会

長
の
金 

仁
權
様
が
来
学
さ
れ
、
一
月
十
四
日
に
開
催
さ

れ
た
「
二
〇
一一
年
度
在
韓
国
九
州
大
学
総
同
窓
会
定

期
総
会
」
で
寄
せ
ら
れ
た
、
百
周
年
記
念
事
業
へ
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

在
韓
国
九
州
大
学
総
同
窓
会
は
、
一
九
四
八
年
に
設

立
さ
れ
、
元
外
務
部
長
官
を
初
め
、
全
北
大
学
や
順

天
大
学
の
総
長
な
ど
、
多
く
の
要
人
を
輩
出
し
、
大
い

に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
約
一
千
二
百
名
の
韓

国
在
住
の
卒
業
生
に
よ
り
、
活
発
な
活
動
を
続
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

金 仁權会長（写真中央）

在韓国九州大学総同窓会の連絡先
TEL：+82-61-720-9300
FAX：+82-61-724-9315
e-mai l：igkim@jntp.or.kr
URL: http://kukorea.kr/
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則
子 

様

福
元　

圭
太 

様

村
田　

敏 

様

（
計 

八
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　九州大学では今後、百周年記念事業で創設しました「九州大学基金」の支援助成事業、募金強化事業に取り組んで
まいります。
　支援助成事業は以下の内容で、平成24年度から開始します。学生、若手教職員への様々な支援を行い、人類の未来
を切り拓くリーダーを育成し、社会に輩出し続けます。

九州大学基金と支援助成事業について -未来を切り拓くリーダーの育成-

　若手教職員を海外の教育研究機関等に派遣し、先進的な研究や優れた教育実践を体験することで、今後の研
究に活かすことを目的とし、長期（原則１年以上）在外研究・研修のための渡航費・滞在費等を給付します。

①若手職員の個々の能力（職員として必要な知識技能）の向上を図り、これからの大学を支える人材の育成に資すること
を目的とし、事務系・技術系職員の能力開発・資格取得のための各種研修会等に参加するための経費を給付します。

②海外で開催される国際研究集会、学術研究推進・国際交流推進のための渡航費、会議登録費等の経費を給付します。

①世界を舞台に活躍し、人類の未来を切り拓くリーダーの育成に資する教材等の整備を図ることを目的とし、より質の高
い教育を推進するため、教員による教材・ソフトウェアの開発や各種コンテンツを整備するための経費を給付します。

②教育研究施設等の保全整備等を行います。

　地域社会、企業・団体等との連携を図り、九州大学が有する知の財産を積極的に発信することを目的とし、
公開講座、学術講演会、国際会議、企業との連携報告会等の開催費等を給付します。

　九州大学教育憲章が指向する人間性、社会性、国際性、専門性について優れた志を持ち、学業成績が優秀な学
部学生に奨励金及び記念品を授与し、大学行事等へ参画する機会を与えることにより、より高い見識を持ち、幅広
い教養と深い専門性を身に付けた次代を担う若者を育てることを目標とします。

　博士課程学生が、自由な発想のもとに主体的に課題等を選びながら実施する独創的な研究に対して研究奨励
金を給付し、日本学術振興会特別研究員への採用を促進します。

　九州大学の学生が、自ら企画し学生生活に画期的な印象を残しうる独創的研究などの研究プロジェクトを支
援することを目的とし、学生が自ら企画した独創的な研究プロジェクトに対して研究費を給付します。

　九州大学の学生が海外の大学等で学ぶことにより、語学力・コミュニケーション能力・プレゼンテーション能
力、行動力を磨き、異文化に対する理解と国際感覚の醸成を図ることを目的とし、大学間交流協定校等で学ぶ
ための渡航費を給付します。

　九州大学の学生が国際会議、国際研究集会等において研究発表するための機会を増やすことにより国際
感覚の醸成を図ることを目的とし、国際研究集会等に論文（連名も可とする）を提出し、研究成果を発表（口
頭、ポスター）するための、渡航費・会議登録費等を給付します。

　課外活動を活性化するため、施設整備等を行います。
　
　学業に優れ、かつ、経済的理由により就学が困難と認められる者で、将来、日本を担う学部学生を選考し奨
学金を給付します。

（１）山川賞の授与

（２）博士課程学生への研究奨励金の給付

（３）学生の独創的研究活動への支援

（４）大学間・部局間交流協定校等との交換留学支援

（５）学生の国際会議等参加支援

（６）課外活動への支援

（７）利章奨学金

（１）若手教職員の長期海外派遣支援

（２）若手事務・技術系職員の能力開発、教職員の海外派遣等支援

（３）教材・ソフトウェア等開発、コンテンツ整備等支援

（４）社会との連携活動支援

学生への支援助成

教職員への支援助成
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百周年記念事業寄附状況
寄附金

建物、物品等

企業･団体等
件数・人数

件数等

寄附額(千円)

寄附額(千円)

合　計

合　計

総　計

卒業生
在学生の保護者
教職員、退職者(名誉教授等）
有志、個人篤志家

587 
7,274 
854 

2,536 
25 

10,689 

1棟
1件
2件
2件
3件
1件
1件

3,067,521 
368,980 
18,560 
262,123 
158,785 
808,448 

3,875,969 

922,000 
11,303 
5,617 
―　
―　
―　
―　

938,920 

4,814,889 

　　　　　 計

個　

人

（平成24年2月29日現在）

稲盛財団記念館 
京都賞ライブラリー 
時計塔 
絵画 
書籍 
胸像 
樹木 

　

九
州
大
学
百
周
年
記
念
事
業
の
趣
旨
に
ご
賛
同
い

た
だ
き
、
多
大
な
ご
協
力
・
ご
支
援
を
賜
り
深
謝
い

た
し
ま
す
。

　

本
学
の
教
育
・
研
究
・
診
療
等
の
充
実
の
た
め
、

今
後
と
も
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

寄
附
報
告

知
の
新
世
紀
を
拓
く


